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5人
と
収
容
寧
は
、
刷
・
幻
パ

ー
セ
ン
ト
に
な
う
て
お
り
、
第
1
次
5

均
年
計
聞
が
ス
タ
ー
ト
し
た
昭
和

ω年

度
の
収
容
寧
町
パ
ー
セ
ン
ト
を
わ
ず
か

な
が
ら
ト
薗
う
て
い
ま
す
.

こ
れ
は

.mE次
5
均
年
計
聞
に
そ

弔
て
、
昭
和
田
年
度
に
慨
戸
と
並
木
保

育
園
が
砲
除
さ
れ
た
た
め
で
す
.
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の
よ
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に
.
除
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に
‘
保
育
園
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収
容
車
が
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.
嬰
保
育
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.
っ
て
保
育
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は
.
広
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し
〈
な
っ
て
お
り
‘
保
育
聞
の
充
実
一

一
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
充
分
と
は
曾
え
ま

が

課
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な

っ

て
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ま

す
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一

・
一
せ
ん
・

今
回
は
‘
市
の
保
育
行
政
の
問
題
点
一

一
そ
こ
で
‘
入
国
窓
口
を
少
し
で
も
広

と

今

後

を

考

え

て

み

ま

し

た

.

一
-
げ
よ
う
と
‘
新
木
地
区
と
久
寺
京
地
区

園
を
賀
、
量
と
も
に
充
実
さ
せ
な
け
れ
に
昭
和
田
年
4
月
間
国
を
目
ざ
し
て
、

わ

ず

か

な

が

ら

も

広

き
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に
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リ

ま

せ
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・

新

聞

開
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で
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現
在
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内
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立
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こ
の

2
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開
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収
容
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収
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率

引
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事
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、

緑

、

義

孫

子

、

湖

北
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・
詑
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ー
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ト
に
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り
手
が
.
そ

制
戸
‘
並
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}
と
広
立
保
育
園
が
4
h

れ
で
も
‘
便
保
育
児
蹴
敏
の
仰
ぴ
に
迫

人
織
的
形
成
に
綾
も
鼠
硬
な
幼
児
期
由
で
、
わ
が
子
を
充
分
に
保
育
で
き
な
所
あ
り
.
0
縫
児
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ら

5a児
ま
で
の
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つ
皐
ま
せ
ん
.
そ
こ
で
‘
市
立
保
育

ヘ
子
ど
も
は
、
附
聞
叫
の
も
と
で
震
怖
い
京
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が
多
〈
な
う
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さ
て
お
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‘
保
聞
児
が
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保
育
H

を
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け
て
い
ま
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.
閣
の
鶴
股
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保
育
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し
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ま
れ
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宵
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ら
れ
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が
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駿
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保
育
燥
の
昭
和
田
年
4
月
E
目
n
F込
充
実
に
よ
っ
て
.
嬰
保
育
園
児
の
就
園

い

嵐

官

で

す

.

柏

村

に

‘

共

働

事

家

底

の

m加
.
犠
家
み
の
資
料
で
は
‘
拠
保
宵
児
斌
舷
1
8

わ
〈
を
広
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
.

し
か
し
.
同
級
の
病
気
や
経
済
的
理
線
化
の
進
行
に
よ

q
、
ま
す
ま
す
保
育

1
7人
に
対
し
て
‘
保
育
所
の
定
貝
は
.
引
年
度
で
見
る
と
市
立
保
育
聞
児
1

【昭拘34年 7月31日制3組銘便物11，可1

一
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
は
.

一
市
民
、
み
ん
な
の
願
い
で
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。
し
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‘
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の
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.
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化
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線
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3
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.
し
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っ
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2
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3
6
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に
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と
計
四
と
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て
.
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.
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う

2
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ま
す
.
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寄
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し
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る
持
問
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滋
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滅
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催
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、
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を
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と
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…
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…
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h高¥ν(商談内土決滋}

綴ってTeい
譲り *9

t護持土地IT!:幽銭実現者持君主が 1月21

野義主将とな 'J2月14日1:設立稔金

金行い、いよいよスター Fしまし

ず 聡

'-， 
この築設震は級会が行うも的で、

組合員総主主的奇襲終と協力でrti既な

街づ〈りができるニとと思い:iすe

事業円程変警警は次的とおりですお

t>車草笛積約9.4ヘタタ ル

惨絡事機重量 6;寧a，8oonfIl

本ブロパショザスF韓レンジ(2，000

plてう 本ひのu弘際空監付(45，

OOOfIlで) ホプロパν鰯滋わが

し銭(1万問で*重量量豊穣

*都市ガス周ストープ "喜多符

器 *ベビーベッド ホt霊鱗ミ

シン *重量尊重F寄念率テ「ブルイ

ス 象ニい的11'り ホ電動ミシ

傘>jlータブルミシン *げた籍

場カラーテレビ ホ義文タイプ

ライタ叫 隼ピアノ 象ヱレク

トーン 本シンダんベッド * 
ベピーパギ向車 *応接用長イ

ス 定ハンドミキサー

i軍総は窓こと潟、まで 内線281
国保被然検考証 1 

の更新会 | 
すからご注意下さいa

長期総縫漆探検丹合併は、ますま

(愛の帥を〉
砂繍所商工会館

惨鰯切 3月13罫{詩)

俳申iol鷺篠弘{湾北合10丁目14

-28)措 (88)7861 

(教育者詩興会}

犬の官苦情処瑳
2月から汚 8@)

~i餅'J者 73名 E盛E空事主義葬祭話量被保険者統の更新 す殺し(~どってきていますφ 趨廷

は、草月10盟会おら 3月31日tて'行 銭擦係険税は必ず納めて下きい伺

います。 OOf宅憾燦係長主被保後華警護正毅豪首会

近〈肉食織で苧続きをして絡し 場では約税綴謀長む干すいますから J

が平均減量診車 28.591"(ーセント

争滋務総干052年 1月21日から滋

寺U56部 3月31日

@上下水道軍事長f覇・会室~2 ヵ p玲

OKii霊童義務総)
-ーーー一一一一一一一一一、、

「春休み教室」
生後募集

我孫子ライオンズタラ γ'E催、

担本赤十学校務費で献血を行いま

す. 重詫民主に?品カ Lて〈札fζ1Jぷは

隊車カードと総会品を差し上，1ずま

すe

炉問時と場厳 3持5臼{土} 湖

オ七夜夜口 9時30分-12時

い被保険者義正在駁りかえて下怒川 利用下寺川

現在、岡滋 Lている被保検審査正は {国保年金談}

関係被保検挙ま絞E更新臼穏幾
犬による念主主主義殺を防止L、聖子

犬的主号機をとりのぞ〈ために、今

.，. "('!j 3認め苦情処理型合宅 2丹か

そ1'.1竜沼学童クラブでは‘華青学年

をi邸Aとるために軍基体み救援の生徒

を事事然しています写

炉対重県 小学生

1>綴罪悪 3丹16留から 4月loaま

でのこF~註

争時間 総紛書量殺中i左下校時から。

若手体み中は 9時から11静までみ修

F砂場所 手寅滋援護空事若年童書内学賞

クラプ釜

1>淡い会わせ世相一1081綴怒

君主総は至宝i簡にして下きい。

葬祭華青年淡町会幹窺クラブ入総司襲撃護者

中炎公民館 13時 -16時

ら!l8関とします。

犬内放し飼いによゥて、かみつ

かれたという事件が多くなってい

ますから、善寺い漁師方は必ず犬舎b参加重軽 年持続，OOOf号

@春季大会主主せん会

易黒時 事湾総日(臼)13時30分

委員立つないて'下きい。

{深縫塁悪)

も募集します。

{教育委員会)

i約我3草子総!':襲襲被終決点殺と市内二千灘保て・はllIl宇野52年液中小企業

量生協i身代f己資金貸付と絞儀貸与事
問定資産税・都市計
磁税謀殺台織の縦覧

パレ…ド

業時総明会を喜善きます。 多望書稔機器~(ll ・ 12. 13・14‘15.

16・17分関)

18湖北地紋機械総兵点主賓とパ

れ午後はポンプ耳主主珪重要領ま露関

炉布銭安塩基~ (18・19・20・21分隊)

i釘布告主総E支隊派署器具点検とパレー

れ午後は様民主火災機幾{義者々滋

綴材木腐前~J1串滋務本怒)

2・2望時 3持1Hl (月)13時

惨殺孫 子緩県東葛鶴支庁、 5，費

総務総年控室町溜定資起量級 a害事務

許証堅秘書草税言語餓町縦覧を給方税法

第4l5;l，第2綴の畿?をとよワ、絞殺

52年 3月1詩(火}から 3丹22闘

2
一3
一4

第 1会綴語道

この申l時:はl準決の終定的中小食

識がゐらかじめ線路まで定品る機械

設生織を導入しようとする時に、そ

昨草壁量主的半鎖を喜楽利子で‘ または

議室i韓そのものを低利で焚与すると

いう務総なむ円ですe

中小1effi量的方でこれら抑制i皮肉

利朗を玲長選亨る方辻、ぜび之内説

(火}までfすいます。

(課税諜)

。肖初回〉
火災予防運動綴燃や行事
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B土
問診

惨織a 月6吾{自)
w古利1望書号i1l1懇換会常濁北夜祭札口 S.30集合
w 日要置当轟若草泌総ア記念外科畳間 5155 (外・藍形)

ま事J案内科密主主ftS2-55Z5(内・+)6 
⑮ 

b主主主藁亭議長正 (1 ・2 ・3・4' 

5・6・7. 9・10・22分際}明会をと111鰯下さい。

(illiコ仁線}7 81::心開炉開総同4 帥 4唱粥
完語: 湾fi「柑蒋納琵閥拘翁鰯銭=潟4北L帥 閥 金 附繭却ω~寸叶1口z斡附z捻主部…~叶叶1悶問5

i E滞Fてつ》つじ荘休館日 μu J 

爵 1:柑哨茸滋欄脅鰍附摘榊尚削日い臨ベ時帆z失松公畏鵡絡桝冷附泌糊寄糊諜1ω2川帥~ M L 
火la背側議抑揚給料築会時間~川o13.00-15.0~ 

噴 水I~競争霊議開伸一……∞ 孟
1"潟費者苦情相線網総事君主議事務最10.鵠 -15.帥 g 1 till ....I~蹄貸出日=rt1央公勝樹書室12 酷~同 30 n 

井ミi附宵兜椅接=東あびζ寄与告書 11 

静期日 3 )ヲ 6B (臼) 解散は正午ごろ。

炉 集 会 :務総統南口 嫡ヲミの場A王子;土中止です。

〈華子雲寺をヰヂる会・ t後illま歪82-05 2 1 ) 

初心者大歓迎
禽少年ダンスパ叫チィー

務1'"5'手の議i玄〈そ名義めるためダ

ンスパーティーを行います。初心

者時方もふるってご事線下怒".

{薮初的 1時間はダンス教事援を予

定 Lています)入場無料です。

b日時 3丹波語{土〕午後 6時

&明るい務室義 州久附さん{掛川料

品位 ::f;::;fた…怖を

診サムヱル主主i患草書(下ヶ戸106-1 ) 炉幾禽E堅次車s<!!ん(立主木9…1ト

11金

1は2念A寸!ト，一一翻悶邸削日一一… i; ! 
1日3⑮副1"陥問轟鰭震町同一一榊寸巾哨符怜似糊悶i誌出繍i幻綴j綴綴榊拘8白2一日叩…7

ll41 湾ぷ;ほ:哲揮襟慌;語i;F2認部G杭品1弘忠問主宇担問で廿吐叩叩i史出付?誌ぽ言ず品5も品ιe附 一

から 9詩 的皆さんから篠鈷?ザーズホーム 4)から児童量?語紙関係へ 5nF奇い

争議高時 中央公災自宮ホ ル 1:6，450問いただきました。 ただきま Lた。

豊争診語念註i綴鎌 我主顎革子干術有下狩寄年鈎徐f滋畠議会 参5議蕊弁流豆鴎会我E綴革乎3交Eま慈事的t皆雪さ 際1き予ん円ご書静I謹窓:に語綴畏議瀦tし有有P効に

3歩炉隣い金わせ 揺祉実務葬草務露詰淡奇主栓土会f係係 λん，カか.らつつヒ荘に 5金草∞e梯Of将守いただ I簡官わ々 喰をていただiきき 3求k

1内吋+線事2μ48 きzまtlし，た稔

;計轟識識島齢1~mJ.県l~mJ~~l型mJ~~l三釦i目目
税妥食主tは孟干渇む苔命の毒最圭も大切な財i源原てでe、 市民のみなさFん 1人 1人的納税

いろいろな妻評議を行うために、必 が、明るく援護かな翁づくワ l之、 つ

望書なもめで与す。 ながりますG

税金で明るい街づくりを
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